
「
思
う
」
　
こ
と
と
・
「
学
ぶ
」
.
こ
と

-
　
孔
子
の
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

一
、
は
じ
め
に

學
問
之
道
無
他
臭
、
求
其
放
心
而
巳
央
(
〓
皿
子
」
告
子
上
)

と
、
放
心
を
求
め
る
以
外
に
学
問
の
方
法
は
な
い
、
と
言
い
切
る
孟
子

は
、
「
心
之
官
則
思
、
思
則
得
之
、
不
思
則
不
得
也
。
此
天
之
所
輿
我

老
(
告
子
上
)
」
と
、
天
与
の
心
が
そ
の
存
在
を
賭
け
て
.
「
思
う
」
こ

と
に
こ
そ
、
生
き
を
人
間
の
紬
の
実
存
的
営
み
日
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見

出
し
た
。
一
方
苛
子
は
、
「
吾
嘗
終
日
而
思
央
不
加
須
央
之
所
學
也
(
『
苛

子
』
勧
学
」
と
述
べ
、
「
思
う
」
　
こ
と
に
で
は
な
く
「
学
ぶ
」
　
こ
と
に

こ
そ
、
・
生
き
る
人
間
の
知
の
実
存
的
営
み
=
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
出
し

た
。
こ
の
よ
う
に
孟
子
と
苛
子
は
、
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
好

「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

橋
　
本
　
敬
　
司
.
.

対
照
の
実
存
的
営
み
=
身
振
り
を
選
択
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
知
之
鳥
知
之
、
不
知
烏
不
知
、
是
知
也
(
為
政
)
」

と
、
知
る
こ
と
を
知
る
と
し
知
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
と
す
る
こ
と

に
其
の
知
の
在
り
方
を
見
た
孔
子
は
、
「
學
而
不
思
則
岡
、
思
而
不
學

則
殆
　
(
為
政
)
」
と
説
き
、
「
学
ぶ
」
こ
と
と
「
思
う
」
こ
と
と
い
う

知
の
二
つ
の
身
振
り
を
共
有
し
て
い
た
。
孔
子
に
お
い
て
は
共
有
さ
れ

て
い
た
こ
の
二
つ
の
実
存
的
身
振
り
が
、
何
故
孟
子
と
苛
子
で
は
　
「
思

う
」
　
こ
と
と
「
学
ぶ
」
　
こ
と
と
に
決
定
的
に
分
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
知
の
二
つ
の
身
振
り
が
、
ど
の
よ
う
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
孟
子
、
苛
子
の
思
想
と
如
何
な
る
内
部
関
連
を
有

し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
を
明
確
に
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
淵
源
で
あ
る
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「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

孔
子
の
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
論
は
、
〓
票
巴
　
の
　
「
学
」
′
と
「
思
」
を
巡
る
言
説
か
ら
、
知
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
「
学
ぶ
」
　
こ
と
と
「
思
う
」
こ
と
と
い
う
二
つ

の
異
な
る
身
振
り
と
、
そ
れ
を
支
え
る
言
語
の
相
違
を
モ
ノ
ロ
ー
グ
と

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
、
孔
子
が
本
当
に
求
め
て

い
′
た
生
き
る
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
自
己
自
身
の
内
的
体
験
と
し
て
迫

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
「
思
う
」
　
こ
と
に
つ
い
て
・

0
　
「
思
う
」
　
こ
と
の
構
造

孔
子
の
言
説
か
ら
、
「
思
う
」
　
こ
と
の
構
造
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

の
か
考
え
て
み
よ
う
。

1
　
見
賢
思
齋
焉
、
見
不
賢
而
内
自
省
也
　
(
里
仁
)

2
　
子
蹟
問
成
人
。
子
日
、
…
…
今
之
成
人
老
何
必
然
。
見
利
思
義
、

J
イ
=
、
.
‡
一
、
∴
‡
′
二
一
、
三
∴
こ
之
一
一
.
-
㌢
丁
可
」
焉
幾
人
真
云
)
笥
)

3
　
君
子
有
九
思
。
視
思
明
、
培
思
聴
、
色
思
温
、
貌
思
恭
、
言
思

忠
、
事
思
敬
、
疑
思
問
、
盆
思
難
、
見
得
思
義
(
季
氏
)

1
の
　
「
思
う
」
と
は
、
主
体
で
あ
る
自
己
が
、
そ
の
内
面
に
お
い
て
賢

者
と
同
じ
真
の
主
体
を
見
出
そ
う
と
す
る
内
省
的
身
振
り
で
あ
る
が
、

2
の
　
「
思
義
」
3
の
　
「
九
思
」
は
い
ず
れ
も
よ
り
一
層
深
く
心
の
在
り

ょ
ぅ
と
関
わ
る
身
振
り
で
あ
る
。
特
に
九
思
は
「
尚
書
」
「
洪
範
」
の
五

事
「
一
日
貌
、
二
日
言
、
三
日
視
、
四
日
聴
、
五
日
思
。
貌
日
恭
、
言

日
従
、
視
自
明
、
聴
日
聡
、
思
日
容
」
を
根
拠
に
し
て
い
る
が
、
こ
の

言
説
の
重
要
な
点
は
、
r
尚
書
L
で
は
五
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
思
」

が
、
買
盟
巴
で
は
五
事
を
内
包
し
た
九
事
「
視
、
聴
、
色
、
貌
、
言
、

事
、
疑
、
念
、
見
得
」
　
の
人
間
的
行
為
に
関
し
て
、
「
明
、
聡
、
温
、

恭
、
忠
、
敬
、
問
、
牡
、
義
」
と
い
う
理
想
的
在
り
方
を
「
思
う
」
こ

と
が
君
子
の
身
振
り
で
あ
る
と
、
精
細
か
つ
具
体
的
に
示
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
　
「
思
う
」
と
は
、
単
な
る
「
思
考
・
思
索
」
で

は
な
く
、
人
間
の
理
想
的
な
生
き
方
を
自
己
自
身
に
向
か
っ
て
求
め
る
、

人
間
と
い
う
存
在
主
体
の
在
り
方
を
問
う
実
存
的
身
振
り
の
こ
と
で
あ
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っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
「
思
う
」
主
体
で
あ
る
自
己
に
対
す
る
絶
対
的

信
頼
=
絶
対
肯
定
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
世
界
で
の
、
他
者
の
存
在
を
必

要
と
し
な
い
自
己
完
結
的
=
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
身
振
り
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
身
振
り
は
往
々
に
し
て
独
善
、
欺

隋
、
悪
意
に
流
れ
陥
る
危
険
性
を
内
包
し
た
諸
刃
の
剣
の
ご
と
き
危
う

き
身
振
り
と
も
な
る
。
孔
子
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

子
絶
四
、
・
母
意
、
母
必
、
母
国
、
母
我
　
(
子
竿
)

孔
子
が
、
こ
の
よ
う
に
「
思
う
」
主
体
で
あ
る
人
間
の
心
を
絶
対
的
に

信
頼
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
l
以
下
の
言
説
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
七
十
両
従
心
所
欲
、
不
瑜
矩
(
為
政
)
」
、
「
子
日
、
同
也
其
心
三
月
不

達
仁
(
薙
也
)
」
。
孔
子
で
さ
え
、
最
晩
年
に
な
っ
て
初
め
て
主
体
で
あ

る
心
そ
の
も
の
が
矩
(
=
礼
=
制
度
)
を
逸
脱
し
な
く
な
り
、
.
ま
た
、

孔
子
に
次
ぐ
老
顔
淵
で
さ
え
、
主
体
で
あ
る
心
仁
の
ま
ま
で
あ
っ
た
た

の
は
三
ケ
月
程
度
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
常
に
「
意
、

必
、
国
、
我
」
と
い
う
危
険
と
背
中
合
わ
せ
で
絶
対
的
信
頼
の
お
け
な

い
主
体
で
あ
る
心
が
「
思
う
」
こ
と
は
、
現
実
に
は
絶
対
的
に
信
頼
で

「
思
う
」
　
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

き
る
身
振
り
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
.

孔
子
が
「
詩
三
百
、
二
言
以
蔽
之
、
日
、
思
無
邪
(
為
政
)
」
と
、

「
思
う
」
主
体
の
邪
無
漕
「
思
い
」
を
厳
選
さ
れ
た
詩
の
中
に
見
出
し

て
い
た
こ
と
の
意
味
は
大
酒
い
。
何
故
な
ら
、
「
思
う
」
と
い
う
身
振
り

は
、
詩
と
い
う
文
学
に
お
け
る
邪
の
無
き
1
「
思
い
」
を
「
学
ぶ
」
と
い

う
身
振
り
に
よ
っ
て
こ
そ
養
わ
れ
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
っ
た
。

0
　
「
思
う
」
こ
と
の
言
語
空
間
-
モ
ノ
ロ
ー
グ

『
論
語
」
　
は
、
孔
子
と
固
有
名
を
持
つ
弟
子
と
の
会
話
、
弟
子
が
記

述
し
た
孔
子
の
言
葉
、
.
弟
子
が
孔
子
の
考
え
と
し
て
発
し
た
言
葉
、
孔

子
の
行
動
の
記
述
な
ど
、
異
な
る
相
の
言
説
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ

た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
多
様
な
言
説
の
う
ち
、
「
思
う
」
　
こ
と
と

「
学
ぶ
」
　
こ
と
と
の
関
連
で
特
に
重
要
な
の
は
、
弟
子
と
の
会
話
の
言

説
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
弟
子
だ
か
ら
こ
そ
発
し
た
言

説
が
、
孔
子
の
独
り
言
=
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
終
わ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
弟

子
に
理
解
さ
れ
な
い
空
し
い
対
話
=
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
あ
っ
た
り
と
い
っ
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「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

た
異
な
っ
た
言
語
空
間
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
を
二
芸
望
軍
T
の
言
説
の
最
も
著
し
い
特
徴
は
、
孔
子
を
し

て
、
「
予
欲
無
言
(
陽
貸
)
」
と
、
言
語
交
通
を
放
棄
し
モ
ノ
ロ
ー
グ

的
世
界
に
閉
じ
こ
も
り
た
い
、
と
嘆
か
せ
る
ほ
ど
、
孔
子
の
言
葉
を
弟

子
達
の
殆
ど
誰
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

孔
子
の
理
解
者
と
し
て
そ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
世
界
に
こ
そ
存
在
す
る
弟

子
が
一
人
だ
け
い
た
。
顔
淵
で
あ
る
。

・
.
子
日
、
回
也
非
助
我
者
也
。
於
吾
言
無
所
不
説
　
(
先
進
)

こ
の
言
説
を
、
朱
子
は
以
下
の
よ
う
に
注
釈
し
た
。

助
我
、
著
子
夏
之
起
予
、
因
疑
問
而
有
以
相
長
也
。
顔
子
於
聖
人

、
∴
之
言
、
黙
識
心
通
、
無
所
疑
問
。
故
夫
子
云
然
。
其
絆
若
有
憾
焉

其
賓
乃
深
喜
之
(
芸
豊
川
集
注
』
)

子
夏
の
よ
う
に
孔
子
を
助
け
る
と
は
、
孔
子
の
言
葉
に
疑
問
を
抱
く
こ

と
で
あ
り
、
顔
淵
が
聖
人
で
あ
る
孔
子
の
言
葉
を
全
て
理
解
し
て
疑
問

が
無
い
こ
と
か
ら
、
孔
子
は
多
少
不
満
で
あ
る
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
が
、
本
心
は
深
く
喜
ん
で
い
る
、
と
朱
子
は
顔
淵
と
孔
子
の
同
一
性

を
重
視
し
た
。
こ
こ
で
朱
子
が
、
子
夏
と
対
比
し
て
注
釈
し
た
と
こ
ろ

に
、
こ
の
孔
子
の
言
説
が
よ
り
言
語
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
だ
と
認
識

し
て
い
た
そ
の
眼
光
の
鋭
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
夏
は
、
孔
子
に
対
し
て
疑
問
即
ち
異
な
る
言
語
を
有
し
た
自
己
意

識
外
の
存
在
で
あ
る
他
者
と
し
て
孔
子
と
の
問
に
対
話
=
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
が
成
立
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
顔
淵
は
、
疑
問
即
ち
孔
子
を
啓
発

す
る
異
な
る
言
語
コ
ー
下
を
有
し
た
他
者
で
は
な
く
、
同
じ
言
語
コ
ー

ド
を
共
有
し
た
孔
子
の
自
己
意
識
内
存
在
即
ち
も
う
一
人
の
私
と
し
て

存
在
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
、
そ
の
会
話
は
必
然
的
に
孔
子
の

自
己
意
識
内
で
の
独
り
言
=
モ
ノ
ロ
ー
グ
と
な
る
以
外
に
な
い
。

次
の
言
説
も
同
断
で
あ
ろ
う
。
「
子
日
、
吾
輿
同
言
終
日
、
不
達
如

愚
。
退
両
省
其
私
、
亦
足
以
賛
。
同
也
不
愚
(
為
政
)
」
。
終
日
語
っ

て
も
何
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
は
、
そ
れ
が
対
話
=
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
で
は
な
く
、
孔
子
の
自
己
意
識
内
で
の
独
り
言
=
モ
ノ
ロ
ー
グ
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
言
説
も
や
は
り
、
顔
淵
が
孔
子
と
同

じ
言
語
コ
ー
ド
を
共
有
し
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
世
界
に
あ
っ
て
、
孔
子
と
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一
体
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
切
で
あ
る
。
「
子
畏
於
匡
。
顔
淵
後
。

子
日
、
吾
以
女
烏
死
臭
。
日
、
子
在
、
同
何
敢
死
　
(
先
進
)
　
」
と
記
さ

れ
た
よ
う
に
、
顔
淵
と
孔
子
は
共
に
強
い
一
体
感
で
結
ば
れ
て
い
た
。
.

だ
か
ら
こ
そ
、
孔
子
は
顔
淵
の
死
に
臨
ん
で
、
周
り
の
目
も
気
に
せ
ず

「
顔
淵
死
。
子
実
之
働
。
従
者
日
、
子
働
兵
。
子
日
有
働
乎
。
非
夫
人

之
烏
働
、
而
誰
烏
働
　
(
先
進
)
　
」
と
、
顔
淵
の
た
め
に
悌
巽
し
、
「
嗜

天
東
予
、
天
喪
予
　
(
先
進
)
　
」
と
嘆
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
顔
淵
の
死

は
他
な
ら
ぬ
孔
子
自
身
の
死
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
孔
子
学
園
に
お
い
て
、
「
有
顔
同
者
、
好
學
。
不
運

怒
、
不
式
過
、
不
幸
短
命
死
臭
。
今
也
則
亡
。
未
聞
好
學
老
也
(
薙
也
)
」

と
た
だ
一
人
の
好
学
者
で
あ
る
と
称
え
ら
れ
た
顔
淵
だ
け
が
、
孔
子
の

言
語
コ
ー
ド
を
共
有
し
、
孔
子
の
自
己
意
識
と
い
う
一
人
称
的
モ
ノ
ロ

ー
グ
の
世
界
に
存
在
し
、
そ
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
享
受
で
き
た
こ
と
は
、

顔
淵
が
自
己
の
言
語
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
は
、
聞
く
だ
け
の
顔
淵
を
前
に
し
た
孔
子
自
身
に
、
モ
ノ
ロ

ー
グ
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
世
界
に
埋
没
す
る
危
険
性
の
あ
っ
た
こ
と
を

「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

意
味
し
て
い
る
.
。
し
か
七
、
言
葉
の
人
孔
子
は
、
顔
淵
と
会
話
し
て
い

た
自
己
を
対
象
化
し
て
そ
の
自
己
と
対
話
す
る
こ
と
　
(
省
其
私
)
　
で
、

顔
淵
と
の
会
話
に
生
じ
た
自
己
の
言
語
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
危
険
性
に
気

づ
き
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
人
で
あ
っ
た
。
1

孔
子
は
自
己
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
相
対
化
で
き
た
が
、
自
己
の
モ
ノ
ロ

ー
グ
に
充
足
し
て
い
た
弟
子
が
　
三
豊
巴
　
の
中
に
は
唯
一
人
い
た
。
最

も
感
情
豊
か
な
人
間
と
し
て
措
か
れ
た
子
路
で
あ
る
。

1
　
子
見
南
子
。
子
路
不
説
。
夫
子
矢
之
日
、
予
所
否
者
、
・
天
厭
之
、

天
厭
之
(
薙
也
)

2
　
子
路
隠
見
日
、
君
子
亦
有
窮
平
。
子
日
、
君
子
国
窮
。
小
人
窮

斯
濫
央
(
衛
霊
公
)

3
　
公
山
不
擾
以
費
畔
、
召
。
子
欲
往
。
子
路
不
説
日
末
之
也
巳
。

何
必
公
山
氏
之
之
也
杓
子
日
、
夫
召
我
者
、
・
而
宝
徒
哉
。
如
有
用

我
者
、
吾
其
鳥
東
周
乎
　
(
陽
貸
)

こ
の
よ
う
に
子
路
自
身
の
率
直
な
「
思
い
」
の
ま
ま
に
発
せ
ら
れ
た
言

葉
は
、
そ
の
純
粋
さ
ゆ
え
に
強
烈
な
力
を
持
ち
時
に
鋭
く
深
く
孔
子
の
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「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

心
に
打
ち
込
ま
れ
、
孔
子
で
さ
え
返
答
に
窮
し
、
言
い
訳
じ
み
た
、
そ

し
て
感
情
的
な
言
葉
を
返
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
備
え
た
子
路
だ
か
ら
こ
そ
、
次
の
よ
う

に
孔
子
を
批
判
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

子
路
日
、
衛
君
待
子
而
為
政
、
子
特
異
先
。
子
日
、
必
也
正
名
乎
。

子
路
日
、
有
是
哉
、
子
之
迂
也
。
.
巽
其
正
.
(
子
路
)

孔
子
の
言
葉
を
自
己
の
言
葉
と
し
て
唯
々
諾
々
と
聞
く
だ
け
で
自
己
の

言
語
を
持
た
な
い
顔
淵
と
子
路
は
全
く
対
局
に
立
つ
り
こ
の
子
路
の
自

己
充
足
的
モ
ノ
ロ
」
グ
の
言
語
は
、
確
か
に
実
存
的
力
を
備
え
た
言
葉

で
は
あ
っ
た
が
、
孔
子
は
こ
れ
を
認
め
る
訳
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。

1
　
子
謂
顔
淵
日
、
用
之
別
行
、
舎
之
則
蔵
、
唯
我
輿
爾
有
是
夫
。

子
品
目
、
子
行
三
軍
、
則
誰
輿
。
子
日
、
暴
虎
鳩
河
、
死
而
無
悔

老
吾
不
興
也
(
述
而
)

.
2
　
季
路
間
事
鬼
神
。
子
日
、
末
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
。
日
敢
悶
死
。

日
未
知
生
、
焉
知
死
　
(
先
進
)

3
　
子
路
日
、
有
民
人
焉
、
有
社
稜
焉
。
何
必
讃
書
然
後
烏
學
。
子

日
、
是
政
憲
夫
信
者
　
(
先
進
)

こ
の
子
路
の
真
実
の
　
「
思
い
」
に
発
し
た
言
語
は
、
.
他
者
を
必
要
と
し

な
い
閉
ざ
さ
れ
た
自
己
の
内
部
で
生
成
さ
れ
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
で
あ
り
、

こ
の
言
葉
は
時
と
し
て
発
し
た
瞬
間
既
に
返
答
が
そ
の
中
に
用
意
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
志
向
す
る
孔
子
の
言
語
と
厳
し
く

対
立
し
、
孔
子
と
の
言
語
交
通
が
遮
断
さ
れ
、
孔
子
の
言
語
の
存
在
を

脅
か
す
。
紋
に
、
孔
子
は
こ
れ
を
完
全
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
己
完
結
し
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
固
執
す
る
子
路
は
、
孔
子
か

ら
見
れ
ば
「
侯
老
」
=
詭
弁
家
で
あ
り
、
決
し
て
孔
子
の
言
語
を
自
己
の
言

語
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
孔
子
は
他
誓
ら
ぬ
子
路
に
向
か

っ
て
「
学
ぶ
」
こ
と
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

好
仁
不
好
學
、
其
蔽
也
愚
。
好
知
不
好
學
、
其
蔽
也
蕩
。
好
信
不

好
學
、
其
蔽
也
賊
。
好
直
不
好
學
、
其
蔽
也
絞
。
好
勇
不
好
學
、

其
蔽
也
乱
。
好
剛
不
好
學
、
其
蔽
也
狂
　
(
陽
貸
)

「
仁
、
知
、
信
、
直
、
勇
、
剛
」
を
好
む
だ
け
で
学
問
を
好
ま
な
け
れ

ば
「
愚
、
苗
、
賊
、
絞
、
乱
、
狂
」
の
弊
害
が
生
じ
る
と
は
、
「
思
而
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不
学
則
殆
」
と
い
う
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
世
界
に
い
た
子
路
の
言
語
と
存
在

に
対
す
る
強
烈
な
否
定
で
あ
っ
た
。
孔
子
は
、
「
仁
、
知
、
信
、
直
、
勇
、

剛
」
を
主
情
的
に
好
む
だ
け
の
子
路
の
知
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
身
振
り
を

否
定
し
、
「
学
ぶ
」
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
相
対
化
し
そ
の
妥
当
性
を
省

察
す
る
こ
と
こ
そ
が
人
間
の
知
の
在
る
べ
き
身
振
り
だ
と
考
え
た
。
「

由
、
請
女
知
之
乎
。
知
之
為
知
之
、
ノ
不
知
為
不
知
、
是
知
也
(
為
政
)
」

と
、
真
の
知
の
在
り
方
が
子
路
そ
の
人
に
向
か
っ
て
説
か
れ
て
い
た
の

も
、
子
路
の
自
己
完
結
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
世
界
を
、
子
路
に
気
づ
か
せ

l
　
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
孔
子
の
言
語
を
共
有
す
る
に
は
そ
の
言

語
を
「
学
ぶ
」
以
外
に
な
い
。
孔
子
は
子
路
に
顔
淵
に
な
る
こ
と
を
求

め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
路
が
自
己
の
言
語
を
捨
て
顔
淵
と
同
化

し
、
孔
子
の
言
語
を
共
有
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
そ
れ
は

子
路
の
　
「
思
い
」
に
基
づ
い
て
選
択
し
た
生
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
　
「
思
う
」
と
は
、
自
己
の
内
部
に
閉
ざ
さ
れ
て
は
い
る

が
実
存
的
な
力
を
持
つ
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
、
自
己
の
内
部
に
お
い

て
生
成
さ
れ
る
実
存
的
知
の
身
振
り
で
あ
り
、
こ
れ
が
自
己
完
結
的
身

「
思
う
」
　
こ
と
と
「
学
ぶ
」
　
こ
と
　
(
橋
本
)

振
り
で
あ
る
が
故
に
、
自
己
の
言
語
=
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
絶
対
化
及
び
自

己
の
存
在
の
絶
対
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
た
。

三
、
「
学
ぶ
」
　
こ
と
に
つ
い
て

0
　
「
学
ぶ
」
こ
と
の
構
造

r
論
語
」
は
　
「
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
　
(
学
而
)
　
」
で
始
め
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
、
↓
吾
十
有
五
而
志
干
學
(
為
政
)
」
と
、
、
孔
子
の
儒
者

と
し
て
の
道
は
十
五
歳
の
志
学
に
始
ま
る
。
更
に
、
・
「
十
室
之
邑
、
必

有
忠
信
如
丘
者
焉
。
不
如
丘
之
好
學
也
　
(
公
治
長
)
　
」
と
、
.
孔
子
は
学

を
好
む
こ
と
に
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
出
し
た
。
こ
の
人
間

存
在
に
深
く
か
か
わ
る
「
学
ぶ
」
こ
と
の
構
造
に
つ
い
て
考
L
え
た
い
。

「
何
必
講
書
然
後
烏
學
(
先
進
)
」
と
い
う
子
路
の
言
葉
か
ら
、
逆

説
的
に
、
孔
子
学
園
で
は
読
書
が
　
「
学
ぶ
」
こ
と
の
中
心
的
方
法
で
あ

っ
た
こ
と
が
解
る
。
こ
の
読
書
に
よ
り
、
以
下
の
事
を
学
ん
だ
。

道
　
普
者
侶
也
聞
諸
夫
子
、
日
、
君
子
學
道
則
愛
人
、
小
人
學
遺
則
易

使
也
　
(
陽
貸
)
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「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

礼
と
詩
と
書

.
子
所
雅
言
、
詩
書
執
鐙
、
皆
雅
言
也
　
(
述
而
)

狙
豆
之
事
、
則
嘗
聞
之
臭
。
軍
旅
之
事
、
未
之
學
也
(
衛
霊
公
)

學
詩
乎
。
封
日
、
未
也
。
不
學
詩
、
無
以
言
。
…
…
學
踵
平
。
封

日
、
未
也
。
不
學
縫
、
無
以
立
　
(
季
氏
)

君
子
博
學
於
文
、
約
之
以
踵
(
薙
也
)

文
・
行
有
鎗
力
、
則
以
學
文
(
學
而
)

易
　
子
日
、
加
我
数
年
、
五
十
以
學
易
。
可
以
無
大
過
央
(
述
而
)

「
学
」
の
対
象
は
「
遺
、
礼
、
詩
、
書
、
文
、
易
」
で
あ
っ
た
が
、
「
朝

間
道
、
一
夕
死
可
央
(
里
仁
)
」
と
、
窮
極
の
目
的
は
道
を
聞
く
こ
と
で

あ
り
、
「
礼
、
詩
、
書
、
文
、
易
」
は
そ
の
道
標
に
他
な
ら
な
い
。

孔
子
は
、
こ
の
道
標
を
頼
り
に
　
「
学
ぶ
」
人
を
、
知
と
学
の
レ
ベ
ル

に
依
拠
し
て
、
「
生
而
知
之
者
、
上
也
。
學
而
知
之
者
、
次
也
。
困
而

學
之
、
又
其
次
也
。
困
而
不
學
、
民
斯
馬
下
央
(
季
氏
)
　
」
と
、
「
生

知
、
学
知
、
困
学
、
不
学
」
に
類
型
化
し
て
い
た
。
生
知
者
は
　
「
唯
上

知
輿
下
愚
不
移
(
陽
貨
)
　
」
と
、
学
問
に
よ
る
自
己
変
革
を
一
切
必
要

と
し
な
い
絶
対
的
存
在
で
あ
る
が
、
孔
子
自
身
は
、
「
我
非
生
而
知
之

者
、
好
古
敏
以
求
之
者
也
　
(
述
而
)
.
」
と
述
べ
、
生
知
者
で
は
な
く
古

を
好
み
速
や
か
に
人
間
の
あ
る
べ
き
道
を
学
ぶ
学
知
者
で
あ
る
と
の

白
鼠
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
「
学
ぶ
」
と
は
、
「
下
學
而
上
達
(
憲
問
)
」

と
も
言
わ
れ
た
よ
ケ
に
へ
・
「
不
学
1
困
学
1
学
知
1
生
知
」
と
、
下
か

ら
上
へ
段
階
的
に
上
達
し
て
ゆ
く
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
午
こ
の

知
の
階
梯
そ
れ
自
体
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

よ
っ
て
弛
み
な
ぐ
自
己
変
革
し
な
が
ら
自
己
を
実
現
し
て
ゆ
く
過
程
で

も
あ
っ
た
4
孔
子
は
、
こ
の
よ
う
に
「
学
ぶ
」
　
こ
と
で
自
己
を
変
革
し

て
ゆ
く
し
な
や
か
な
知
を
備
え
た
人
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
主
体
で
あ
る
人
の
　
「
学
ぶ
」
身
振
り
と
は
、
「
子
日
、
學
如
不

及
、
猶
恐
失
之
　
(
泰
伯
)
　
」
、
「
孔
子
日
、
見
善
如
不
及
　
(
季
氏
)
　
」

と
言
わ
れ
、
自
ら
及
ば
ざ
る
老
=
不
及
者
と
自
覚
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

1

る
。
こ
れ
は
自
己
を
絶
対
的
に
信
頼
す
る
立
場
の
否
定
即
ち
自
己
否
定

の
身
振
り
に
他
な
ら
な
い
。
「
學
則
不
図
　
(
学
而
)
」
と
言
わ
れ
て
い

た
よ
う
に
、
自
己
否
定
か
ら
始
ま
る
こ
の
　
「
学
ぶ
」
身
振
り
以
外
に
、
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自
己
肯
定
に
基
づ
い
た
　
「
思
う
」
・
身
振
り
の
危
険
性
即
ち
「
意
、
必
、

固
、
我
」
か
ら
免
れ
る
方
法
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⊥
ま
た
、
「
子
以
四
教
。
文
、
行
、
忠
、
信
(
述
而
)
」
と
、
孔
子
は

文
、
行
、
忠
、
信
の
四
つ
の
こ
と
を
教
え
た
と
も
言
わ
れ
、
「
学
ぶ
」

孔
子
は
「
教
え
る
」
孔
子
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
孔
子
の
中
で
、

「
学
ぶ
」
こ
と
と
「
教
え
る
」
　
こ
と
は
、
「
行
、
忠
、
信
」
と
い
う
心

の
在
り
方
と
立
ち
居
ふ
る
ま
い
を
含
ん
た
全
人
的
「
学
び
=
教
え
」
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
孔
子
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
「
子
日
、
黙
而

識
之
、
學
而
不
厭
、
請
人
不
俺
、
何
有
於
我
哉
(
述
而
)
」
。
黙
し
て

「
思
う
」
即
ち
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
理
解
し
、
厭
う
こ
と
な
く
「
学

ぶ
」
、
飽
き
る
こ
と
な
ぐ
「
請
え
る
=
教
え
る
」
こ
と
が
、
孔
子
の
知

の
ダ
イ
千
、
、
ズ
ム
の
全
て
で
あ
り
、
そ
の
生
の
全
て
で
あ
っ
た
。
「
子

日
、
徳
之
不
脩
也
、
學
之
不
講
、
聞
義
不
能
徒
也
、
不
善
不
能
改
也
。

是
吾
憂
也
　
(
述
而
)
　
」
と
、
「
四
憂
」
の
一
つ
に
　
「
学
ぶ
」
　
こ
と
の
停

滞
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
「
子
日
、
自
行
束
脩
以
上
、
吾
末
嘗
無
諦
焉
(
述

而
)
　
」
と
、
弛
み
な
く
「
教
え
る
」
と
言
表
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と

「
思
う
」
　
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

で
あ
っ
た
。
こ
の
孔
子
の
「
学
ぶ
=
教
え
る
」
身
振
り
と
は
、
「
学
ぶ
」

老
=
不
及
者
と
「
教
え
る
」
者
=
及
者
と
い
う
不
平
等
な
者
の
問
に
成

立
す
る
不
平
等
な
関
係
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
不
平
等
を
解

消
す
る
た
め
に
言
葉
の
交
通
=
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
が
絶
対
に
必
要
不
可
欠

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
教
え
る
」
こ
と
を
内
包
し
た
「
学
ぶ
」

身
振
り
だ
け
が
、
「
思
う
」
と
い
う
自
己
完
結
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
世
界

に
閉
ざ
さ
れ
た
自
己
を
、
他
者
と
の
言
語
交
通
即
ち
=
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

の
世
界
へ
誘
惑
し
解
放
す
る
の
で
あ
る
。
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「
学
ぶ
」
土
と
の
言
語
空
間
-
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

不
及
者
と
及
者
と
の
不
平
等
な
関
係
を
基
に
成
立
す
る
「
学
ぶ
」
身

振
り
の
言
語
交
通
=
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
は
何
か
、
ま
た
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

を
要
請
す
る
　
「
学
ぶ
」
　
こ
と
の
必
要
性
と
は
何
か
者
え
て
み
た
い
。

子
路
に
　
「
迂
」
だ
と
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
必
也
正
名
乎
」
と
断

言
し
た
言
葉
の
人
孔
子
は
、
「
剛
毅
木
納
近
仁
　
(
憲
問
)
　
」
、
「
巧
言

令
色
、
鮮
英
仁
云
子
而
)
　
」
、
「
焉
用
債
。
禦
人
以
口
給
、
屡
憎
於
人



「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

(
公
冶
長
)
　
」
と
、
納
弁
を
肯
定
し
餞
舌
を
否
定
し
て
、
言
葉
に
対
す

る
懐
疑
を
表
明
し
て
い
た
。
孔
子
は
、
全
て
の
言
葉
を
無
批
判
的
に
認

め
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
古
老
、
言
之
不
出
、
恥
射
之
不
達
也
　
(
里

仁
)
」
、
「
君
子
欲
的
於
言
、
而
敏
於
行
.
(
里
仁
)
,
」
と
、
.
行
動
を
伴
わ

な
い
空
虚
な
言
葉
を
批
判
し
、
行
動
を
伴
っ
た
実
の
あ
る
言
葉
を
こ
そ

重
視
し
た
の
で
あ
る
。
行
動
化
で
き
な
い
こ
と
を
軽
々
し
く
言
表
し
て

は
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
当
然
納
弁
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

以
下
の
言
説
を
見
て
み
よ
う
。
「
子
不
語
怪
力
乱
神
　
(
述
而
)
　
」
、

「
言
必
信
　
(
子
蹟
)
　
」
、
「
有
徳
老
必
有
言
　
(
憲
問
)
　
」
、
「
知
者
不

失
人
、
亦
不
失
言
　
(
衛
霊
公
)
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
.
社
会
の
存
立

を
脅
か
す
デ
ュ
オ
エ
ッ
ソ
ス
的
存
在
日
吉
葉
を
越
え
た
概
念
に
言
及
す

る
こ
と
は
、
「
意
鄭
馨
之
乱
推
奨
也
　
(
陽
貸
)
　
」
　
↓
欒
則
宙
舞
、
放
鄭

馨
、
遠
偉
人
。
鄭
馨
淫
、
偉
人
殆
　
(
衛
霊
公
)
」
と
、
雅
楽
を
乱
し
語

舞
を
脅
か
す
淫
ら
な
鄭
の
音
楽
、
言
葉
巧
み
な
偉
人
同
様
排
除
さ
れ
る

べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
子
路
も
ま
た
侯
者
と
し
て
そ
の
言
葉
は
否
定
さ
れ

て
い
た
。
孔
子
は
、
信
用
で
き
る
言
葉
即
ち
有
徳
老
・
知
者
の
言
葉
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
知
の
世
界
即
ち
ロ
ゴ
ス
の
世
界
を
構
想
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
侯
=
餞
舌
と
い
う
言
葉
そ
れ
自
体
の
戯
れ
と
い
う
誘
惑

に
よ
っ
て
人
が
言
葉
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
を
孔
子
が
熟
知
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
故
に
「
辞
達
而
巳
央
(
衛
霊
公
)
」
　
と
し
て
、
戯
れ

る
言
葉
を
排
除
し
、
行
動
を
伴
っ
た
禁
欲
的
道
徳
的
理
性
的
言
語
だ
け

を
認
め
た
の
で
あ
る
。
納
弁
と
は
、
言
葉
の
暴
力
性
.
・
遊
戯
性
を
排
除

し
て
見
出
さ
れ
倫
理
化
さ
れ
た
言
語
ゲ
ー
ム
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

孔
子
は
　
「
子
日
、
中
人
以
上
、
可
以
語
上
也
。
中
人
以
下
、
不
可
以

語
上
也
　
(
薙
也
)
　
」
と
し
て
、
中
人
以
下
の
者
と
は
言
語
コ
ー
ド
を
異

に
し
、
二
言
語
交
通
=
言
語
ゲ
ー
ム
が
原
理
的
に
成
立
し
な
い
こ
と
を
示

し
た
。
中
人
の
概
念
が
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
孔
子
が
自
己
の
言

語
ゲ
ー
ム
を
特
殊
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
孔
子

が
中
人
以
下
の
人
を
他
者
と
し
て
認
識
し
、
ま
た
中
人
以
下
の
人
に
と

っ
て
も
孔
子
が
他
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

で
は
、
中
人
以
上
と
考
え
ら
れ
る
弟
子
達
に
は
、
孔
子
は
ど
う
映
っ

て
い
た
の
か
、
ま
た
言
語
ゲ
ー
ム
を
共
有
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
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子
日
、
二
三
子
以
我
島
陰
乎
、
吾
無
隈
乎
爾
。
吾
無
所
行
而
不
興

二
三
子
者
、
是
丘
也
・
(
述
而
)

弟
子
達
は
孔
子
を
あ
る
が
ま
ま
で
は
な
く
そ
の
秘
匿
性
に
お
い
て
神
秘

的
に
理
解
し
て
い
た
、
と
孔
子
は
言
う
。
こ
れ
は

子
日
、
若
聖
典
仁
、
則
吾
畳
敢
。
抑
寛
之
不
厭
、
詩
人
不
倦
、
則

可
謂
云
爾
巳
臭
。
公
西
華
日
、
正
唯
弟
子
不
能
學
也
　
(
述
而
)

と
、
聖
」
仁
と
い
っ
た
人
格
的
に
で
は
な
く
、
倦
ま
ず
弛
ま
ず
行
動
し

教
え
る
者
と
し
て
の
あ
る
が
ま
ま
の
孔
子
が
、
弟
子
達
に
は
学
ぶ
こ
と

の
で
き
な
い
理
解
不
能
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
弟
子
達
は
「
教
え
る
」
孔
子
の
言
葉
が
理
解
で
き
ず
、
孔
子
の
言
語

ゲ
ー
ム
を
共
有
す
る
.
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
」
そ
の
言
葉
の
奥
に

聖
、
仁
せ
い
っ
た
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
超
越
的
意
味
を
付
与

し
、
孔
子
を
超
越
的
存
在
と
し
て
絶
対
化
=
他
者
化
し
た
の
で
あ
る
。

弟
子
達
が
孔
子
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
共
有
で
.
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
た

と
え
ば
「
言
語
、
宰
我
、
子
貢
・
(
先
進
)
　
」
、
「
子
日
、
賜
也
、
始
可

輿
言
詩
巳
央
(
学
而
)
」
と
、
そ
の
言
語
的
能
力
が
評
価
さ
れ
た
子
貢

「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

で
さ
え
　
「
子
京
口
、
我
不
鉄
人
之
加
諸
我
也
、
吾
亦
欲
無
如
諸
人
。
子

日
、
賜
也
、
非
爾
所
及
也
　
(
公
治
長
)
　
」
と
、
容
易
に
孔
子
と
の
同
一

化
を
許
さ
ぬ
強
烈
な
否
定
に
お
い
て
明
白
で
あ
る
。
孔
子
は
、
弟
子
達

を
可
能
性
の
地
平
で
な
ど
捉
え
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
弟
子
達
の
言
葉

を
否
定
し
、
孔
子
と
言
語
コ
ー
ド
を
異
に
す
る
と
い
う
現
実
に
気
づ
か

せ
る
こ
と
に
終
始
し
た
。
何
故
な
ら
、
.
孔
子
の
他
者
性
と
は
、
.
言
語
コ

ー
ド
を
異
に
し
言
語
ゲ
ー
ム
が
成
立
し
な
い
と
い
う
極
め
て
言
語
的
出

来
事
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
　
「
学
ぶ
」
身
振
り
も
、
互
い
を
他
者

と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
起
点
に
成
立
す
る
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
=
言
語
交

通
の
出
来
事
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
弟
子
達
に
孔
子

の
言
語
コ
ー
ド
を
命
が
け
で
獲
得
す
る
よ
う
捉
す
た
め
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
言
語
コ
ー
ド
を
異
に
す
る
こ
と
が
一
層
孔
子
の
他

者
性
を
強
固
に
し
た
。
「
子
日
、
莫
我
知
也
夫
。
子
貫
目
、
何
烏
其
美

知
子
也
。
子
日
、
不
怨
天
、
不
尤
人
、
下
學
而
上
達
。
知
我
老
其
天
乎

(
憲
問
)
　
」
と
、
天
以
外
に
誰
も
理
解
で
き
な
い
言
語
コ
ー
ド
を
有
す

る
他
者
孔
子
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
弟
子
達
に
と
っ
て
到
底
不
可
能
な
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「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

こ
と
で
あ
っ
た
。
孔
子
は
こ
の
言
語
コ
ー
ド
を
異
に
し
た
言
葉
に
よ
る

交
通
=
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
が
、
却
っ
て
そ
の
言
語
コ
ー
ド
の
相
違
を
一
層

明
確
に
さ
せ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
「
子
日
、
予
欲
無
言
。
子
貢
日
、
子

如
不
言
、
則
中
子
何
述
焉
。
子
日
、
天
何
言
哉
、
四
時
行
焉
、
百
物
生

焉
。
天
何
言
哉
(
陽
貸
)
　
」
と
、
言
葉
に
よ
る
交
通
を
遮
断
し
モ
ノ

ロ
ー
グ
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
り
た
い
と
嘆
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
何
も
言
わ
な
け
れ
ば
、
「
二
三
子
以
我
島
陰
乎
」
と
、

弟
子
達
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
容
易
に
か
つ
悪
意
的
に
物
語
化
・
神

話
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。
何
れ
に
せ
よ
、
弟
子
達
と

異
な
る
言
語
を
持
つ
こ
と
が
、
魅
惑
的
存
在
で
あ
る
孔
子
の
他
者
性
を

生
成
し
、
ま
た
孔
子
聖
化
物
語
を
生
成
す
る
源
泉
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
孔
子
が
他
者
と
し
て
そ
の
強
度
を
増
せ
ば
増
す
ほ
ど

「
学
ぶ
」
こ
と
の
必
要
性
も
増
し
て
く
る
。
孔
子
学
園
に
お
け
る
聖
人

及
び
道
に
関
す
る
言
説
は
、
孔
子
が
語
る
言
葉
で
あ
り
、
決
し
て
弟
子

達
の
内
面
に
形
成
さ
れ
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
言
説
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

彼
ら
が
こ
の
魅
惑
に
満
ち
た
他
者
で
あ
る
孔
子
の
言
語
コ
ー
ド
を
接
待

し
言
語
ゲ
ー
ム
を
共
有
す
る
に
は
、
自
ら
不
及
者
と
認
識
し
っ
つ
孔
子

の
言
語
を
「
学
ぶ
」
以
外
に
道
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

孔
子
に
お
い
て
　
「
学
ぶ
」
と
は
、
他
者
で
あ
る
孔
子
と
対
話
=
交
通

で
き
る
唯
一
の
知
的
身
振
り
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
言
語
交
通
=
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
に
よ
り
自
己
の
自
己
完
結
的
言
語
=
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
無
効
性
に

気
づ
漕
こ
れ
を
放
棄
し
、
孔
子
の
言
語
コ
ー
ド
を
獲
得
す
る
実
存
的
闘

争
で
あ
り
、
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
己
変
革
の
身
振
り
で
あ
っ
た
。
一

四
、
終
わ
り
に
　
ー
「
共
に
教
え
共
に
学
ぶ
」
　
こ
と
-

孔
子
の
説
く
人
間
の
知
は
「
學
而
不
思
則
岡
、
思
而
不
學
則
殆
」
・
と

「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
の
二
つ
の
身
振
り
の
微
妙
な
バ
ラ
ン

ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
思
う
」
と
い
う
自
己
の
全

存
在
を
賭
け
た
実
存
的
身
振
り
は
、
不
及
者
で
あ
る
自
己
に
対
す
る
信

頼
を
根
拠
に
し
、
こ
れ
が
独
善
で
あ
る
自
己
閉
鎖
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
性
に

陥
る
危
険
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
絶
対
肯
定
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
孔
子



は
、
他
者
を
悪
意
的
に
同
化
し
、
自
己
意
識
と
い
う
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
よ

っ
て
世
界
を
構
築
す
る
「
思
う
」
　
こ
と
の
自
己
充
足
性
を
否
定
し
た
の

で
あ
る
。
自
己
の
心
情
の
ま
ま
な
る
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
言
語
を
相
対
化
で

き
ず
自
己
充
足
し
て
い
た
子
路
は
、
「
思
而
不
學
則
殆
」
と
い
う
自
己

閉
塞
に
陥
る
危
険
性
の
ゆ
え
に
完
壁
に
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
孔
子
は
、
「
吾
嘗
終
日
不
食
、
終
夜
不
寝
、
以
思
、
無
益
。
不
如

學
也
　
(
街
霊
公
)
　
」
と
、
「
学
ぶ
」
　
こ
と
に
こ
そ
人
を
自
己
閉
塞
か
ら

解
放
す
る
生
き
る
人
間
の
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
ハ

こ
の
よ
う
に
孔
子
が
、
二
思
う
」
.
こ
と
よ
り
も
「
学
ぶ
」
こ
と
を
重
視

し
た
こ
と
は
、
人
間
の
知
及
び
世
界
を
他
者
上
の
言
語
交
通
=
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
に
よ
る
「
教
え
る
=
学
ぶ
」
身
振
り
と
し
て
捉
え
た
こ
士
を
意

味
し
て
い
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
　
「
学
ぶ
」
立
場
を
絶
対
的
に
肯
定
し
た
わ
け
で
も

な
い
。
孔
子
は
、
好
学
者
顔
淵
が
独
自
の
悪
意
的
言
語
を
持
た
ず
孔
子

の
言
語
コ
ー
ド
を
共
有
し
孔
子
の
自
己
意
識
内
存
在
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
學
而
不
思
則
岡
」
と
し
て
、
吾
を
助
け
る
老
で
は
な
い

「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

と
批
判
⊥
た
。
こ
れ
は
、
顔
淵
を
始
め
と
す
る
弟
子
達
に
、
絶
対
で
あ

る
孔
子
の
言
語
コ
ー
ド
を
「
学
ん
」
で
獲
得
さ
せ
言
語
ゲ
ー
ム
を
共
有

さ
せ
て
、
孔
子
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
を
産
出
す
る
の
を
否
定
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
孔
子
は
、
自
己
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
言
語
を

弟
子
達
が
　
「
学
び
」
獲
得
し
て
言
語
ゲ
ー
ム
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
自

己
の
言
語
が
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
性
を
失
っ
て
自
己
閉
塞
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
に

陥
る
危
険
性
の
中
心
に
あ
っ
た
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
免
れ
る
た
め
に
は
、
孔
子
は
常
に
新
た
な
言
葉
を
生
成
す
る
魅
惑

的
他
者
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
論
語
』
で
は
子
雇
が
孔
子
を
そ
の
危
険
性
か
ら
救
っ
て
い
た
。

子
日
、
起
予
者
商
也
。
始
可
輿
言
詩
巳
央
　
(
八
倍
)

文
学
の
才
能
が
認
め
ら
れ
て
い
た
商
　
(
子
夏
)
　
だ
け
が
、
自
分
を
啓
発

し
共
に
詩
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言
う
。
こ
れ
は
、
儒
家

と
い
う
限
ら
れ
た
世
界
を
前
提
に
し
て
は
い
る
が
、
子
夏
が
孔
子
の
言

語
コ
ー
ド
の
絶
対
性
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
強
力
な
言
語
コ
ー
ド
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
子
夏
だ
け
は
、
孔
子
と
い
う
強
烈
な
他
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「
思
う
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
　
(
橋
本
)

者
に
自
己
の
言
語
コ
ー
ド
の
相
対
化
を
も
た
ら
す
視
座
を
獲
得
さ
せ
る

独
自
の
言
語
コ
.
-
ド
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
孔
子
の
言
語
が
理
解

で
き
な
い
弟
子
達
の
中
に
あ
っ
て
、
子
夏
の
み
が
　
「
予
欲
無
言
」
と
モ

ノ
ロ
ー
グ
的
に
な
る
危
険
性
か
ら
孔
子
を
救
い
、
新
た
な
る
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
に
よ
っ
て
絶
え
ず
自
己
を
差
異
化
し
新
た
な
主
体
の
生
成
構
築
を

促
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孔
子
と
子
夏
と
の
間
に
は

単
な
る
　
「
教
え
学
ぶ
」
関
係
で
は
な
く
、
「
共
に
教
え
共
に
学
ぶ
」
と

い
う
主
体
上
他
者
が
相
互
に
差
異
化
し
新
た
な
自
己
を
生
成
構
築
す
る

よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
起
予
」

と
は
正
し
く
こ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
「
知
之
者
不
如
好
之
者
、
好

之
老
不
如
欒
之
老
　
(
薙
也
)
　
」
と
、
知
る
こ
と
よ
り
好
む
こ
と
、
更
に

楽
し
む
こ
と
を
人
間
の
最
高
の
身
振
り
と
考
え
た
孔
子
は
、
「
有
朋
自

遠
方
乗
、
不
亦
欒
乎
(
学
而
)
」
と
、
朋
と
共
に
あ
る
こ
と
を
楽
し
み
と

し
て
い
た
。
こ
の
孔
子
の
説
く
真
の
朋
と
は
、
言
語
コ
ー
ド
を
共
有
し
言

語
ゲ
ー
ム
が
成
立
す
る
も
う
一
人
の
私
の
こ
と
で
は
な
く
、
孔
子
と
.
は

異
な
る
魅
力
的
な
言
語
コ
ー
ド
を
有
し
て
　
「
共
に
教
え
共
に
学
ぶ
」
身

振
り
を
成
立
さ
せ
、
ま
た
孔
子
の
言
語
コ
ー
ド
を
変
換
さ
せ
別
の
レ
ベ

ル
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
成
立
さ
せ
、
更
に
孔
子
に
自
己
変
革
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
其
の
他
者
即
ち
子
夏
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
「
徳
不
孤
、
必
有

鄭
(
里
仁
)
　
」
と
言
っ
た
孔
子
は
、
た
だ
　
「
学
ぶ
」
の
で
は
な
く
、
自

己
と
他
者
と
が
　
「
共
に
教
え
共
に
学
ぶ
」
身
振
り
即
ち
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

に
よ
っ
て
相
互
に
言
語
コ
ー
ド
を
変
換
し
、
主
体
を
変
革
さ
せ
る
よ
り

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
身
振
り
こ
そ
が
人
間
の
在
る
べ
き
姿
だ
と
考
え
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
孟
子
は
自
己
完
結
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
身
振
り
で
あ
る

「
思
う
」
　
こ
と
を
心
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
=
身
振
り
と
考
え
「
四
璃
拡

充
」
を
説
き
、
苛
子
は
師
友
が
学
問
に
は
不
可
欠
の
存
在
と
考
え
ダ
イ

ア
ロ
ー
グ
の
身
振
り
で
あ
る
「
学
ぶ
」
　
こ
と
に
よ
っ
て
「
化
性
」
即
ち

悪
で
あ
る
性
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
説
い
た
。
こ
の
よ
う
に
孟
子
と
苛

子
の
紐
の
身
振
り
が
異
な
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
し
た
生
き
方
の

相
違
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
体
系
の
相
違
に
起
因
・
関

連
す
る
事
柄
で
あ
る
。
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孟
子
と
苛
子
が
何
を
求
め
て
生
き
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
こ
の
　
「
思

う
」
　
こ
と
と
「
学
ぶ
」
　
こ
と
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
知
の
モ
ノ
ロ
ー

グ
と
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
い
う
視
座
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

(
広
島
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
⊥



Thinking and Learning

-Dynamism of Intellect of Confucius (?L-?) -

Keiji Hashimoto

Dynamism of intellect of Confucius (?L-p) included two intellectual gesture.

One is the gesture that is thought of and the other one is the gesture that is

learned.
That is to say, Confucius (?L-fO was aiming at the relation that was the

dynamism that self and other people learned it together, and teach it together.
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